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標津や阿寒の国有林で働い
ていました。



 2025年の「国際森林デー」（3/21）のテーマは「森林と食（Forests & Foods）」
世界各地で、森林が果たす「食」への役割がセレブレート（お祝い）されました

引用：国連食糧農業機関 HP

■ 国連食糧農業機関（FAO）（ローマ）

引用：国連 HP

■ 国連（ニューヨーク）

引用：東京都庁 HP

■ 林野庁＆東京都庁ほか（東京）

引用:在京インド大使館 

■ インド大使館（東京）



• 森林は世界の食を支える
森には、果物、ナッツ、種、キノコ、そして野生の動物

など、たくさんの食べ物があります。世界で50億人以上が、
森からの食べ物や薬、収入に助けられています。

• 森林は「飢餓ゼロ」へのカギ
森は、花粉を運ぶハチなどを守り、土を豊かにし、水の

流れを調整して農業を助けています。木と作物を一緒に育
てる「アグロフォレストリー」という農法は、環境を守り
ながら食料を安定して確保できます。

• 森林は地球の温暖化を防ぐ
森はたくさんの二酸化炭素を吸収し、気候変動をやわら

げる働きをしています。森を守ることは、干ばつや洪水な
どの自然災害から農業や食料を守ることにもつながります。

• 森林は生きもののすみか
森には地球の陸に住む生きものの約8割が暮らしていま

す。森を守ることは、生物多様性を守り、土地の荒れを防
ぎ、食べ物を将来も確保することにつながります。

• 森林は人々の暮らしと経済を支える
森は多くの人に仕事や収入をもたらしています。特に先

住民族や農村に住む人々にとってはとても大切です。木材
以外の森の産物をうまく利用し、持続可能な形で経済活動
を行うことで、地域の暮らしも安定します。

Forests ＆ Foods
がなぜ重要？

引用：国連HP (本田意訳)



直接的役割
森は食べ物を生み出す

Photo: ProAmazonia

Photo: 林野庁

Photo : Alfredo Ruzol

森林の『食』への役割
間接的役割

森は食料生産を支える

出典：北海道立総合研究機構林業試験場、森林総合研究所、北海道水産林務部治山課『役に立つ防風林-防風
保安林の効果と更新方法-』



非木材林産物（NTFPs）の市場規模

約12.9兆円/年 出典:
Shackleton, C.M. & De Vos, A. 2022. How many people globally actually use non-
timber forest products? Forest Policy and Economics, 135: 102659. 
https://doi.org/10.1016/j.forpol.2021.102659
FAO State of the World’s Forests (2014) http://www.fao.org/3/i3710e/i3710e.pdf

※12.9兆円は2011年推計、producer income（生産者収入）ベース。
※12.9兆円は過少評価であり、実際はもっと巨大であるという指摘もある。58億人が利用

“この巨大市場は未発達である”
 自給や地域内流通が中心

キノコ、山菜、ナッツなどは、地域の人々が自家消費したり、近隣で交換・販売することが多く、大規模な商業
流通にはあまり乗っていない。

 統計・データの不足
多くが非公式な取引であるため、生産量や取引額の正確なデータが少なく、市場の全体像が把握しにくい。

 付加価値化や流通の未発達
原料のまま取引されるケースが多く、加工やブランド化、広域流通の仕組みが弱いため、生産者の収益は限定的

になっている。
 政策支援の不足

木材産業に比べて、政府や国際機関の政策的支援が少なく、バリューチェーン（採取 → 加工 → 流通 → 消費）の
発展が進んでいない。

https://doi.org/10.1016/j.forpol.2021.102659
http://www.fao.org/3/i3710e/i3710e.pdf


日本では？
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林業生産額の約4割を
NTFPｓが占める



規制強化の動きも・・・

今年11月末のワシントン
条約第20回条約国会議で、
菌類(きのこ)の国際取引
規制に向けた議論を行わ
れる見込み

Photo : 筆者



ご清聴ありがとうございます！
tomoyuki_honda830@maff.go.jp
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